
平成 2８年 7 月にスタートした第６期区民会議は、現在、「麻生区の魅力の発掘・発信検討部

会」と「市民活動・絆づくり部会」の２つの専門部会ごとに調査・審議を進めています。 

今号では、各専門部会の部会長から、取組内容をご紹介します。

麻生区区民会議ニュース 

第６期Vol.２ 
発行／麻生区区民会議  編集／企画部会   

事務局／麻生区役所まちづくり推進部企画課  

電話：965-5112  FAX：965-5200 E メール：73kikaku@city.kawasaki.jp 

平成 2９年６月１６日発行

地域課題の解決に向けて 審議を進めています！ 

★麻生区の魅力の発掘・発信検討部会★ 

林恵美 部会長 

「 麻 生区 が 大 好

き！」と自慢する人

をおおぜいにして

いきましょう！

第5期麻生区区民会議の「若い世代が住みやすいまちづくり部会」の提言をさらに深める

ため、「ふるさと麻生づくり～愛着と誇りの醸成～」をテーマに審議を進めています。 

1. 魅力の発掘 

「麻生区として重点的に発信すべき魅力か」「麻生区独自の魅力か」という観点に立って

整理し、“自然と農”、“芸術のまち”、“市民活動（市民活動が盛ん）”の 3点を中心に発

信することを検討しています。 

2. 発信の目的 

子どもを含めた若い世代が、麻生区の魅力を発見し、麻生区に住み続けたいと思うこと

で、活気のあるまちづくりをめざします。 

3. 発信の対象 

特に新しく麻生区に住み始めた子育て世代に、ふるさととしての魅力を感じ好きになっ

てもらうことで、子どもたちが大きくなっても住み続けたいと思うことをめざします。 

4. 今後の討議の方向性：魅力の発信方法を検討し、発信の主体（5期提言の魅力PR委員 

会）の具現化等を検討していきます。 

サイクルの考え方 

（川崎市シティプロモーション戦略策定プラン抜粋） 

「区民に区を好きになってもらう」→「区民がまちづくりに参加する」→「区の魅力のさらなる向上」→
「区民による区外への推奨」→「区外での認知度やイメージの向上のサイクルの仕組みを検討する。 
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～区民会議に寄せられたご意見について～ 

 市民活動・絆づくり部会 

■次回の区民会議全体会は、７月１８日(火)１５

時から区役所４階第１会議室で開催します。 

区民会議はどなたでも傍聴可能です。ご興味の

ある方は、ぜひ、お越しください。

■区民会議に対するご意見・ご要望などお寄せ

ください。今後の議論の参考に 

させていただきます。 

≪区民の皆様からいただいたご意見≫ 

麻生区民が今、解決を求める課題を調査し、その解決の方向性を提言するのが区民会議だと思

うが、両部会の取組内容が分かりづらい。
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≪区民会議からの回答≫ 

当区民会議に貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございます。審議テーマが決定し、

現在、各専門部会で具体的な審議を行っています。今後の区民会議にご期待ください！

～区民会議に寄せられたご意見について～ 

区民の皆様が

“仲間づくり”“絆づ

くり”“地域づくり” 

の第一歩を踏むことが

できるような取組を 

検討します。 

鈴木隆広 部会長 

より多くの麻生区民が、地域活動に参加するための方法を検討するとともに、区民が地域

の担い手の一員である意識を持ってもらうようにするため、「活動による仲間づくり・絆づ

くり・地域づくり」をテーマに審議を進めています。 

1. 担い手づくりのサイクル 

地域活動に参加して、仲間ができ、絆が生まれ、地域が活性化し、そのような活動によっ

て健康寿命を長くすることができるようなサイクルを麻生区でどのように具体化するか

を検討しています。 

2. 具体的な審議内容 

まずは、普段活動へ参加していない人に地域活動に関心を持ってもらうため（担い手づ

くりのサイクルに乗ってもらうこと）の「動機」や「きっかけ」をどう作るかを検討して

います。 

＜担い手づくりのサイクルのイメージ＞ 


